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繋
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灘
。
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叢
灘
p
國
際
灘
嚢
楼
嚢
態
蓬
、
醐
難
翻

磯
懸
部
闘
識
馨
欝
灘
獲
慧
発
欝
薩
懸
瓢

諜
鋤
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錨
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縫
繍
懇
灘
罎
叢
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灘
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小
海
教
育
長
の
略
歴

◆
住
所
　
大
字
小
根
岸
二
番
地
二

◆
生
年
月
日
　
昭
和
十
六
年
五
月

　
　
　
　
　
　
＋
九
日
生

◆
経
歴

昭
和
三
＋
五
年

三
＋
九
年

四
＋
九
年

五
＋
五
年

八六四平六
　　　成十

年年年年年
川
西
町
雇
員

川
西
町
書
記

企
画
室
広
報
係
長

町
史
編
さ
ん
室
編
さ

ん
係
長

税
務
課
長
補
佐

保
健
衛
生
課
長
補
佐

税
務
課
長

農
林
課
長

総
務
課
長

9月13日の議会で教育委員任命の同意を受け、17日の

定例教育委員会で互選され、県の教育委員会の承認を
受けて、10月1日から教育長に就任されました。

大塚教育長が退任

大塚甚一教育長は、9月13日に退任されました。

同氏は、伊友出身で、昭和38年から町職員として職

務に励まれ、平成6年10月1日に総務課長から教育長

に就任されました。

2年にわたり、町教育の振興並びに生涯教育、スポ

一ツの振興等の推進に努められました。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
教
育
長
小
海
正
隆

　
こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
教
育
委
員

会
教
育
長
に
選
任
い
た
だ
き
、
今
月
一

日
付
で
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
身
に
余
る
光
栄
こ
れ
に
勝
る
も
の
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
反
面
、
不
肖
の
身
、

非
才
の
立
場
を
も
わ
き
ま
え
ぬ
ま
ま
お

受
け
し
た
こ
と
だ
け
に
、
改
め
て
責
任

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
甚
一

　
私
は
、
去
る
九
月
十
三
日
を
も
っ
て
、

川
西
町
教
育
長
の
職
を
退
き
ま
し
た
。

約
二
年
間
教
育
行
政
に
た
ず
さ
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
町
民
各
位
及
び
教
育
関

係
者
か
ら
多
大
な
ご
指
導
、
ご
支
援
を

賜
り
、
町
教
育
行
政
に
少
な
か
ら
ず
貢

献
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、

の
重
大
さ
を
覚
え
、
身
の
引
き
締
る
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
三
十
有
余
年
役
場
に
奉
職
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
教
育
行
政

の
分
野
は
、
全
く
経
験
を
せ
ず
に
打
ち

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

未
知
の
世
界
に
飛
び
こ
む
大
き
な
不
安

を
隠
し
き
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
人

格
高
潔
に
し
て
教
育
、
芸
術
、
文
化
の

い
ず
れ
に
も
豊
富
な
識
見
を
有
す
る
こ

と
が
、
教
育
委
員
、
教
育
長
と
し
て
の

資
格
者
で
あ
る
、
と
い
っ
た
文
面
を
拝

見
す
る
に
つ
け
、
胸
を
し
め
つ
け
ら
れ

る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　
今
教
育
界
、
教
育
行
政
は
、
様
々
な

課
題
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

一
お
り
ま
す
。
ず
ぶ
の
素
人
が
取
り
組
む

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
学
校
教
育
は
、
戦
後
五
十
年
の

曲
り
角
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご

案
内
の
よ
う
に
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

週
休
二
日
制
等
々
、
そ
の
課
題
は
身
近

な
こ
と
が
ら
ゆ
え
大
変
憂
慮
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
行
政
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
り
、
英
知
を
出
し
合

い
な
が
ら
そ
の
対
応
に
こ
た
え
て
お
り
、

町
も
新
制
度
を
発
足
さ
せ
、
全
力
を
傾

注
し
て
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
大
き
な
事
件
等
も
な
く

経
過
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
安

堵
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
関
係

者
に
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
退
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、

課
題
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
過

ぎ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
専

門
の
方
々
や
先
輩
各
位
、
関
係
さ
れ
る

皆
様
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、
解
決
の
方

途
を
さ
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
立
派
に
培
っ

て
こ
ら
れ
た
町
教
育
行
政
を
汚
す
こ
と

な
く
継
承
し
、
な
お
一
層
充
実
∩
強
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
果
せ
ら
れ

た
使
命
で
も
あ
ろ
う
か
と
、
覚
悟
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま

す
。　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
ぱ

い
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
指
導
、
ご
叱

責
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

役
場
行
政
事
務
（
国
土
調
査
課
、
圃
場

整
備
、
産
業
課
、
保
健
衛
生
診
療
所
、

建
設
課
、
総
務
課
）
に
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
頃
を
含
め
、
長
い
間
、
町
民
各

位
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご

温
情
に
対
し
、
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
後
、
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
同

時
に
皆
々
様
の
ご
健
勝
、
ご
繁
栄
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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〔小選挙区選挙の投票）

　
今
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
選
挙

制
度
が
変
わ
っ
て
初
め
て
の
も
の
で
す
。

新
潟
県
知
事
選
挙
と
同
日
実
施
と
な
る

こ
と
か
ら
、
当
日
は
四
回
の
投
票
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
投
票
用
紙
の
書

き
方
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
投
票
所
の
一
部
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
入
場
券
を
も

う
一
度
お
確
か
め
の
う
え
投
票
所
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
始

◆
衆
議
院
議
員
選
挙

　
（
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
）

候
補
者
名
を
書
い
て
投
票

○
表
．

小選挙区選挙
候補者名を書いて投票

劇
政
党
名
を
書
い
て
投
票

（比例代表選挙の投

○
黛

比例代表選挙
政党名を書いて投票

◆
最
高
裁
判
所
裁
判
官

　
国
民
審
査

〔最高裁判所裁判官国民審査〕

。
。
・
。
。

　
　
α
り

　
　
O

β

　　最高裁判所
　　裁判官国民審査
罷免する裁判官に×印を書いて投票

◎投票は、今まで通り、やめさせた方がよい

　と思う裁判官については、その名の上の欄

に「×』を書き舐

◆
新
潟
県
知
事
選
挙

　
　
候
補
者
名
を
書
い
て
投
票

ラ票投の挙選事知県潟噺◆
投
票
所
の
一
部
変
更

　
第
八
投
票
所
が
次
の
よ
う
に
変
更
し

ま
す
。

○
投
票
場
所
”
川
西
町
高
齢
者
コ
ミ
ユ

　
　
　
　
　
　
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
区
域
”
塩
辛
、
仁
田
、
野
口
、
四
十

　
　
　
　
歩

◆
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
や
む
を
え
な
い
所
用
な
ど

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
投
票
日

の
前
日
（
十
月
十
九
日
午
後
五
時
）
ま

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

○
詑
認 1

　i：ilii＝櫛継：：ン『＝’1

新潟県知事選挙
候補者名を書いて投票

五
時
ま
で
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
四

階
第
二
研
修
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
い
で
の
際
は
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
告
示
日
等
の
関
係
か
ら
、
不

在
者
投
票
の
開
始
日
が
異
な
り
ま
す
。

次
を
ご
覧
の
う
え
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

○
新
潟
県
知
事
選
挙
”
十
月
三
日
㈱

○
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
選
挙
・
衆
議

　
院
議
員
比
例
代
表
選
挙
”
十
月
八
日

　
㈹
○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
”
十

月
士
二
日

十
月
一
日
付
人
事
異
動

　
総
務
課
長
　
押
木
久
之
（
開
発
課
長
）

　
生
涯
学
習
課
長
　
五
十
嵐
一
男
（
会
計
課
長
）

　
会
計
課
長
　
清
水
幸
夫
（
税
務
課
長
補
佐
）

　
税
務
課
長
補
佐
　
平
野
　
修
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
開
発
課
長
は
当
分
の
間
助
役
が
兼
務
し
ま
す
。

～
・
．
呂
一
響
．
◆
、
・
昌
＝
．
◆
‘
一
一
＝
．
◆
．
一
昌
冒
。
◆
・
一
－
一
冒
．
◆
・
一
…
一
．
◆
・
一
－
＝
甲
・
◆
‘
昌
＝
．
◆
轟
一
一
一
7
◆
己
…
7
◆
‘
…
マ
◆
‘
昌
一
7
◆
・
・
呂
一
7
◆
書
7
◆
・
る
＝
7
◆
・
■
一
一
マ
◆
i
昌
一
7
◆
■
一
昌
一
7
◆
‘
一
一
一
7
◆
ー
一
昌
一
7

◆
トザφ

トリ▲▼トザ◆
トリ▲▼トリ（▼トリ◆

トけ▲
▼

トリφ
ト

　
お
分
け
し
て
ま
す

嘲
　
　
防
災
グ
ッ
ズ

蜘鞭
　
㈱
大
和
伸
管
所
か
ら
贈
ら

▲
▼

御
れ
た
家
具
転
倒
防
止
金
具
に

隔
ま
だ
余
分
が
あ
り
ま
す
。
希

栂
望
者
は
役
場
総
務
課
ま
で
ど

▲
▼

御
う
ぞ
．

ψ

数に限りがありますので

お早めに

町
商
工
会
か
ら
講
演
会

の
お
知
ら
せ

◆
日
時
　
十
月
十
五
日
㈹

　
　
　
午
後
七
時
か
ら

◆
会
場
　
川
西
町
商
工
会
館

　
　
　
第
一
研
究
室

◆
講
師
　
上
床
敬
子
（
キ
ャ

　
　
　
　
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

　
　
　
　
日
本
一
へ
た
な
歌

　
　
　
手
）

◆
演
題
　
女
性
経
営
者
の
泣

　
　
　
き
笑
い
人
生
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平
成
七
年
度
の
決
算
が
、
八
月
三
十

日
の
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
算
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か

ら
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
収
支
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
一
般
会
計
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳
入
は
、
六
十
一
億
一
千
百
五
十
四

万
円
、
歳
出
は
五
十
八
億
六
千
六
百
七

十
二
万
円
で
、
六
年
度
決
算
に
比
べ
て

歳
入
で
は
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出

で
は
○
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し

た
。　
歳
入
に
は
、
町
税
、
分
担
金
、
負
担

金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
、
町
が
自

ら
の
手
で
徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
、
国
県
支
出
金
、
地

方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
の

よ
う
に
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
歳
入
構
造
は
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
、
七
年
度
決
算
で
も
六
六
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
六
年
度
と
同
じ
比
率
に
な
っ
て
お

り
、
財
源
の
依
存
度
が
高
い
と
い
う
体

質
は
、
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
う
ち
、
主
な
建
設
事
業
と
し

て
は
、
庚
塚
野
球
場
改
修
工
事
や
ナ
カ

ゴ
フ
ア
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
工
事
、

千
手
地
区
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
（
繰
出
金
）
、
仙
田
・
三
箇
地

区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
（
繰
出
金
）
、

道
路
の
改
良
舗
装
工
事
な
ど
が
あ
り
ま

す
。　
ま
た
、
行
政
事
務
を
進
め
る
た
め
の

経
常
的
な
経
費
の
ほ
か
、
町
民
の
健
康

保
持
の
た
め
の
各
種
検
診
の
充
実
、
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
の
各
種
福
祉
事

業
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
農
業
振
興
策

歳入

な
ど
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
、

み
な
さ
ん
の
大
切
な
お
金
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

繰入金3．3％

分担金及び負担金1．5％

財産収入1．0％

使用料及び手数料0．5％

寄付金0．0％

利子割交付金0．3％

　　鶉　　＠嚢
晦

　
　
　
　
麟

灘
麟
　
翻

糠
馨
　
越

諸
　
　
繰
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．
．
譲

襲
＋
朋

　
　
　
が
．
帥
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入
　
㌧

　
　
　
　
　
1
　
　
　
蓄

　
　
　
歳
6
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
％
．

　
　
　
　
薄
塾
訟

　
　
　
跳

　
　
債
眈

　
　
町

健康はなによりの財産。検診は

進んで受けましょう

自動車取得税交付金0．7％

地方譲与税1．6％

国庫支出金4．5％

県支出金

　8．1％

地方交付税
　　37．4％

総額58億6，672万円はこのように使われました

衛生費5．6％
3億3，179万円

総務費20．5％
12億0，372万円

民生費杷．0％
7億0，230万円説

馬

B
円
だ
，

費
万
　
、
船
、

育
㎝

）

　
　
　
円

欝
晦

農林水産業費将、9％

8欄，8翫万円
消防費3．0％
廼億灘，835万円

商工費R．0％
1億濯，799万円

　　働、働o

議会費1．3％
ヌ，8響万円

8．10．10④

1



特別会計決算

歳入 5億5，327万5干円
国　　民

健康保険
歳出 5億1，825万6干円

国民健康
保険診療所

歳入 2億1，336万8干円

歳出 2億1，299万7干円

老人保健

歳入 8億4，981万4干円

歳出 8億3，441万5干円

歳入 1，660万8干円
簡易水道

事　　業
歳出 1，645万0干円

農村集落

排水事業

歳入 9億0，416万8干円

歳出 8億8，629万0干円

歳入 11億3，128万7干円
下水道
事　　業

歳出 10億9，865万5干円

※上記金額は千円未満を切り上げてあります。

　　　
　灘難鰍漁燃蓑　　　　　　　　．
　9月1日にオープンした「ナカゴファミリーゴルフ
　場」。ナイター設備のある身近なゴルフ場として連

　日にぎわっています。芝生広場やパターゴルフ場、

　バーベキュー施設など、家族で一日楽しく過ごせる

　施設がいっぱいのナカゴグリーンパークにぜひお出

　かけください。

08．9．10

お知らせします

百万円■町民税國固定資産税薩翻たばこ税團軽自動車税□その他

900
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0
項目　　年度 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7
町　民　税 186 201 210 221 232 223 236 262 235 247

固定資産税 313 321 320 329 351 498 509 509 553 566

たばこ税 24 25 26 24 24 24 24 24 13 24

軽自動車税 11 11 11 12 12 12 12 13 24 14

そ　の　他 23 26 30 10 0 1 0 0 0 3
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　災害復旧費　2．9％

　1億6，837万円
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・
こ
ん
な
町
に
な
っ
た
ら
い
轡
な

　
町
誕
生
四
十
周
年
に
あ
わ
せ
て
町
内

の
小
学
生
（
四
年
生
～
六
年
生
）
と
中

学
生
か
ら
募
集
し
た
「
町
の
将
来
」
と

題
し
た
作
文
。
い
ろ
い
ろ
な
夢
や
提
言

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
紙
九
月
号

に
引
き
続
き
、
優
秀
作
文
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　
な
お
、
応
募
さ
れ
た
全
作
文
を
収
録

し
た
小
冊
子
が
町
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

私
の
自
ま
ん
の
川
西
町
に

　
　
お
い
で
よ

千手小学校

四年生

星名千夏

　
ね
え
み
ん
な
、
川
西
町
に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
。
こ
の
町
で
特
に
私
の
お
気

に
入
り
の
こ
と
を
四
つ
話
す
ね
。
よ
く

聞
い
て
ね
。

　
一
つ
め
は
、
と
て
も
公
園
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
。
自
転
車
に
乗
っ
て
公
園

に
出
か
け
る
と
、
知
ら
な
い
子
供
や
小

さ
な
子
と
も
す
ぐ
仲
よ
く
な
れ
る
ん
だ
。

い
っ
し
ょ
に
シ
ー
ソ
ー
に
の
っ
た
り
、

ブ
ラ
ン
コ
を
お
し
て
あ
げ
た
り
。
み
ん

な
で
遊
ん
で
い
る
と
お
も
し
ろ
く
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
す
ぎ
て
し
ま

う
よ
。

　
遊
具
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
が
あ
っ
た
り
、
大
き
な
桜
の
木
に

登
っ
た
り
、
小
屋
を
作
っ
た
り
、
タ
ー

ザ
ン
の
ま
ね
も
で
き
る
い
ろ
い
ろ
な
公

園
が
あ
る
よ
。
休
み
の
日
は
お
弁
当
を

持
っ
て
自
転
車
で
公
園
め
ぐ
り
を
す
る

と
楽
し
い
よ
。

　
二
つ
め
は
、
か
わ
い
い
「
お
食
事
屋

さ
ん
」
が
あ
る
こ
と
。
川
西
名
物
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
や
ふ
り

か
け
ご
飯
、
お
茶
づ
け
は
、
と
て
も
人

気
が
あ
る
よ
。
お
み
や
げ
に
す
る
な
ら

「
川
西
お
せ
ん
べ
」
か
な
。
き
じ
や
山

ゆ
り
や
水
ば
し
ょ
う
な
ど
川
西
の
名
物

の
絵
が
か
い
て
あ
っ
て
お
い
し
い
し
、

楽
し
め
る
よ
。

　
そ
れ
か
ら
、
お
も
ち
。
こ
れ
も
川
西

の
水
で
育
て
た
も
ち
米
を
使
っ
て
い
る

か
ら
、
お
い
し
さ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
お

す
す
め
品
だ
よ
。
お
米
じ
ゃ
な
い
け
ど

こ
の
お
店
で
の
も
う
一
つ
の
お
気
に
入

り
、
お
か
ら
ク
ッ
キ
ー
。
こ
れ
も
ぜ
ひ

食
べ
て
ね
。

　
三
つ
め
は
、
山
や
川
の
自
然
を
生
か

し
た
遊
び
場
。
川
の
流
れ
と
分
け
た
小

さ
な
川
が
あ
る
ん
だ
よ
。
サ
ケ
も
上
っ

て
く
る
し
、
あ
ゆ
も
い
る
し
、
メ
ダ
カ

を
手
で
す
く
っ
た
り
、
ザ
ブ
ザ
ブ
水
の

中
に
入
れ
る
よ
。
　
「
川
は
あ
ぶ
な
い
か

ら
近
づ
い
ち
ゃ
ダ
メ
！
」
な
ん
て
言
っ

て
た
の
が
う
そ
み
た
い
。
こ
ん
な
ふ
う

に
遊
ん
で
い
る
と
本
当
に
川
を
よ
ご
し

ち
ゃ
い
け
な
い
づ
て
思
う
な
。

　
春
に
な
る
と
出
か
け
た
く
て
ウ
キ
ウ

キ
す
る
の
が
「
川
西
ふ
れ
あ
い
の
森
」

だ
よ
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
す
み
れ
の
花
、

か
わ
い
い
リ
ス
や
う
さ
ぎ
、
キ
ツ
ネ
と

遊
べ
て
、
馬
に
も
乗
れ
て
ブ
ナ
林
か
ら

モ
ト
ク
ロ
ス
場
、
高
倉
の
方
ま
で
散
歩

で
き
る
コ
ー
ス
が
あ
る
よ
。
の
ん
び
り

ゆ
っ
た
り
で
き
て
帰
り
た
く
な
く
な
る

よ
。
　
「
動
物
や
鳥
と
い
つ
も
遊
ん
で
い

ら
れ
た
ら
ね
え
已
そ
こ
で
私
は
、
大
き

く
な
っ
た
ら
こ
こ
の
動
物
の
世
話
係
と

し
て
働
く
こ
と
に
し
て
い
る
ん
だ
。

　
四
つ
め
は
、
す
て
き
な
ホ
ー
ル
が
あ

る
こ
と
。
こ
の
間
の
発
表
会
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
　
「
千
夏
ち
ゃ
ん
の
ピ
ア
ノ
、

と
て
も
き
れ
い
に
聞
こ
え
た
よ
已
と
言

っ
て
く
れ
た
よ
。
や
は
り
音
き
ょ
う
効

果
の
い
い
所
は
、
い
い
よ
。

　
こ
の
前
は
、
と
て
も
有
名
な
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
来
て
え
ん
そ
う
し
て
く
れ
た

ん
だ
よ
。
す
っ
か
り
こ
の
ホ
ー
ル
を
気

に
入
っ
て
ま
た
来
年
も
来
て
く
れ
る
っ

て
。
音
楽
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
お
し
ば

い
の
人
も
来
る
よ
。
そ
の
た
び
に
町
外

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来
る
よ
。
有

名
な
人
と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
れ
る

な
ん
て
す
ご
い
で
し
ょ
う
。

　
私
の
大
好
き
な
川
西
町
。
私
は
、
こ

ん
な
ふ
う
に
自
ま
ん
し
た
い
で
す
。
私

は
ず
っ
と
こ
の
町
に
い
た
い
で
す
。
私

の
ゆ
め
が
、
ぜ
ひ
か
な
う
と
い
い
な
。

こ
ん
な
川
西
町
が
好
き

讐

上野小学校

　五年生

小柳可菜子

　
私
は
、
今
の
川
西
町
が
好
き
で
す
。

で
も
、
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
あ
ん
な
の

も
い
い
な
あ
と
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
遊
園
地
と
か
が
、
近

く
に
あ
れ
ば
い
い
な
、
と
か
学
校
の
プ

ー
ル
を
、
ち
ょ
っ
と
ふ
か
く
し
て
、
二

十
五
メ
ー
ト
ル
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と

長
く
し
た
ら
い
い
な
あ
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
思
い
つ
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
遊
園
地
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
場
な
ど
が
近
く
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
ら
、
ど
ん
な
に
休
み
の
日
が
ム
ダ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

く
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
め
た
り
す
る
で
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

し
ょ
う
か
。
あ
と
、
今
の
公
園
に
、
も
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
と
楽
し
い
物
、
た
と
え
ば
、
温
水
プ
　
8

ー
ル
と
か
、
ち
ょ
う
こ
わ
ー
い
お
ば
け

や
し
き
と
か
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
か
が

あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
お
年
よ
り
む
け
の
温
泉

に
つ
い
て
、
今
の
千
手
温
泉
と
か
に
あ

る
お
湯
を
、
ナ
カ
ゴ
の
サ
ン
パ
レ
ス
に

ひ
く
と
、
温
泉
が
出
来
き
ま
す
よ
ね
、

そ
れ
を
利
用
し
て
、
ナ
カ
ゴ
に
あ
る
ゴ

ル
フ
で
あ
せ
を
か
い
て
や
っ
た
あ
と
に
、

そ
の
温
泉
に
つ
か
り
ゆ
っ
く
り
と
休
む
、

そ
れ
が
ど
ん
な
に
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
、
す
っ
き
り
し
て
、
気
持
ち
よ
ー

く
入
れ
る
か
。
私
だ
っ
た
ら
、
今
の
ナ

カ
ゴ
よ
り
今
書
い
た
方
が
い
い
と
思
う
。

　
三
つ
目
は
、
今
の
ふ
し
ぐ
ろ
じ
ょ
う

キ
ャ
ン
プ
場
を
も
っ
と
広
く
し
て
み
て
、

木
で
作
っ
た
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
が

あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
白
く
ら
に
か
や
ぶ
き
や

ね
の
家
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
か
や
ぶ
き

の
家
と
か
、
今
、
み
る
と
そ
ん
な
の
が

あ
っ
た
の
！
と
思
う
く
ら
い
の
物
を
あ

つ
め
て
科
学
館
な
ん
か
作
っ
た
ら
い
い

と
思
う
。
あ
と
ぼ
く
じ
ょ
う
と
か
も
、

作
っ
て
動
物
と
、
も
っ
と
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
町
に
も
し
て
み
た
ら
い
い
と
思
う
。

　
四
つ
目
は
、
川
西
町
に
、
大
学
を
作

っ
て
、
ど
ん
ど
ん
人
を
集
め
れ
ば
い
い

と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
高
校
を
卒
業

し
た
人
で
も
、
川
西
町
に
、
大
学
が
あ

れ
ば
、
川
西
町
に
ど
う
し
て
も
の
こ
り



た
い
と
ゆ
う
人
が
、
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
こ
う
ゆ
う
の
を
、
作
っ

て
み
れ
ば
、
人
が
あ
つ
ま
っ
て
、
新
潟

市
よ
り
い
い
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
五
つ
目
は
、
今
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
か

を
、
も
っ
と
カ
ッ
コ
イ
人
の
に
し
て
み

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
も
っ

と
こ
う
ゆ
う
の
を
ふ
や
し
て
み
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
人
も

あ
つ
ま
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私

が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
人
が
あ
つ
ま

る
と
ゆ
う
の
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
ゆ
う

と
、
ま
え
に
、
先
生
が
、
　
「
今
、
川
西

町
は
、
人
こ
う
が
へ
っ
て
き
て
い
ま
す
凶

と
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、

人
が
あ
つ
ま
る
と
ゆ
う
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
て
い
た
の
で
す
。

　
も
っ
と
、
も
っ
と
、
楽
し
い
川
西
町

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
…
。
（
終
わ
り
）

すてきな発想や着眼点に、式典参集者

も大きくうなずくことしきり

温
泉
と
雪
の

楽
し
い
町
・
川
西

購

千手小学校

　六年生

関ロ明日香

　
私
は
、
川
西
町
に
は
温
泉
や
雪
が
あ

る
の
で
、
工
夫
し
て
い
け
ば
と
て
も
楽

し
い
町
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
「
温
泉
」
で
す
。

　
昔
、
千
手
幼
稚
園
だ
っ
た
所
か
ら
温

泉
が
わ
き
出
て
、
そ
こ
を
改
造
し
て
千

手
温
泉
が
で
き
ま
し
た
。
十
日
町
や
小

千
谷
な
ど
か
ら
も
大
勢
の
人
が
来
て
、

大
評
判
の
よ
う
で
す
。
日
曜
日
に
は
駐

車
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
人
が
来

て
い
ま
す
。
温
泉
に
来
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
人
は
足
や
腰
が
痛
い
と
い
う
人
た

ち
で
、
み
ん
な
何
日
も
続
け
て
温
泉
に

入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
何
日
も
続
け
て
温
泉
に
入

れ
る
よ
う
に
宿
泊
で
き
る
施
設
を
作
っ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
長
期
間
泊
ま

る
こ
と
が
で
き
て
、
し
か
も
値
だ
ん
も

安
い
宿
な
ら
お
客
も
喜
ぶ
で
し
ょ
う
。

ゆ
っ
く
り
と
、
足
や
腰
の
痛
み
を
治
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　
あ
と
は
、
近
く
に
必
要
な
物
を
気
軽

に
買
い
物
で
き
る
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
が

あ
れ
ば
便
利
か
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
散
歩
で
き
る
よ
う
な

落
ち
つ
い
た
公
園
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
子
供
向
け
と
し
て
は
、
温
水
プ
ー
ル

が
お
風
呂
の
と
な
り
に
あ
っ
た
ら
、
遠

く
か
ら
も
人
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
る

と
思
う
し
、
私
た
ち
も
利
用
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
「
温
泉
の
あ
る
町
・
川
西
」

を
も
っ
と
せ
ん
伝
し
て
、
県
内
の
各
地

は
も
ち
ろ
ん
、
ま
た
県
外
か
ら
も
多
く

の
人
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
つ
ぎ
に
「
雪
」
で
す
。

　
川
西
町
で
は
雪
が
ふ
る
と
、
消
雪
パ

イ
プ
や
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
を
使
っ

て
雪
を
消
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
町
の

人
た
ち
は
、
雪
を
じ
ゃ
ま
な
物
、
や
っ

か
い
な
物
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
雪
を
も
っ
と
楽
し
い

物
、
楽
し
む
た
め
の
物
と
考
え
て
い
け

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
が
考
え
た
の
は
、
　
「
雪
合

戦
の
大
会
」
や
「
そ
り
す
べ
り
大
会
」

な
ど
を
開
く
こ
と
で
す
。

　
そ
う
し
た
ら
川
西
町
の
人
た
ち
だ
け

で
は
な
く
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
も
大
勢
の

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
一
つ

の
仲
問
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
も
っ
と
雪
と
仲
良
く
な
る
と

い
う
意
味
で
、
雪
を
も
と
に
し
た
川
西

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
売
れ
ば

た
く
さ
ん
売
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
春
に
し
ゅ
う
職
で
き
な
か
っ
た
人
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も
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を
作
る
仕
　
　
る
温
泉
や
雪
な
ど
を
生
か
し
て
、
楽
し

事
や
グ
ッ
ズ
を
売
る
仕
事
に
、
つ
く
こ
　
　
い
町
作
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
私
は
、
そ
ん
な
町
に
住
み
続
け
ら
れ

　
新
し
い
こ
と
始
め
な
く
て
も
、
今
あ
　
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

も
．
◆
も
7
◆
曝
．
◆
も
噸
も
◆
●
◆
も
7
◆
毒
◆
ら
▼
◆
毎
◆
も
7
◆
も
・
◆
邑
▼
◆
毒
◆
ら
・
◆
▲
▼
◆
奮
・
◆
曝
◆
も
▼
◆
も
▼
◆
侮
◆
亀
7
◆
聾
◆
奪
◆
邑
▼
◆
亀
，
◆
も
▼
◆
・
懸
・
◆
侮
◆
t
◆
・
噂
◆
蚤
◆
侮
◆
藍
▼
◆
も
了

　
　
こ
家
族
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
ま
ん

　
　
W
2
．
3
は
か
わ
に
し
自
満
祭

　
　
今
年
は
町
誕
生
四
十
周
年
に
当
た
り
　
　
ら
ば
ん
「
真
説
・
コ
シ
の
臼
雪
姫
」
演

　
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
協
、
商
工
会
、
芸
　
　
劇
な
ど
。
か
わ
に
し
名
物
屋
台
村
二
日

　
能
協
会
、
美
術
協
会
な
ど
の
皆
さ
ん
の
　
　
連
続
開
店
予
定
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
各
団
体
ご
と
に

行
わ
れ
て
い
た
催
し
も
の
や
ま
つ
り
を

集
め
て
、
　
「
か
わ
に
し
自
満
祭
」
と
銘

打
っ
て
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。　
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
催
し
も
の
ご
と
の
会
場
や

時
間
に
つ
い
て
は
、
十
月
二
十
日
配
布

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
　
十
一
月
二
日
d
D
～
三
日
㈹

◆
会
場
　
川
西
中
学
校
体
育
館
及
び
駐

　
車
場
、
総
合
体
育
館
、
総
合
セ
ン
タ

◆
主
な
催
し
も
の

◎
十
一
月
二
日
の
部

①
農
業
祭
　
②
講
演
会
（
別
掲
）
　
③

芸
能
大
会
（
郷
土
芸
能
・
民
謡
・
舞
踊

な
ど
三
十
六
演
目
を
予
定
）
　
④
ゆ
ー

ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
な
ど
。
か
わ
に
し

名
物
屋
台
村
も
多
数
出
店
予
定
。

◎
十
一
月
三
日
の
部

①
縄
な
い
、
縄
と
び
大
会
　
②
ビ
デ
オ

・
映
画
上
映
会
（
別
掲
）
　
③
夢
き
ゃ

★
講
演
会

○
講
師

○
演
題

櫃
間
道
夫
氏
（
気
象
庁
観
測

部
長
・
当
町
伊
友
出
身
）

「
川
西
町
の
空
か
ら
世
界
の

空
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
○
講
師
略
歴
東

　
　
　
　
　
　
　
　
京
教
育
大
学
理

　
　
　
　
　
　
　
　
学
部
卒
業
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
気
象
庁
に
入
り
、

福
岡
、
富
士
山
、
新
潟
、
東
京
な
ど

で
勤
務
し
、
科
学
技
術
庁
に
も
出
向
。

気
象
衛
星
セ
ン
タ
ー
解
析
課
長
、
予

報
部
予
報
課
長
や
沖
縄
気
象
台
長
を

経
て
、
平
成
八
年
四
月
か
ら
現
職
に
。

★
ビ
デ
オ
・
映
画
上
映
会

○
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
か
わ
に
し
制
作
の

　
「
川
西
町
誕
生
四
十
年
の
あ
ゆ
み
」
。

○
文
豪
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
原

作
を
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
映
画
化
。
ア
ニ

　
メ
映
画
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
鐘
」
。
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い
つ
ま
で
も
お
元
気
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敬
老
の
日
に
祝
い
品
を
贈
る
眺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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老
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間
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日
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日
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月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
る
　
　
　
　
　
9

に
ち
な
ん
で
、
町
か
潅
七
＋
五
歳
以
　
　
　
　
諜
　
　
年

上
の
九
百
五
十
四
人
に
県
か
ら
は
七
　
　
　
　
　
　
　
　
綱
品
　
　
　

8

＋
七
歳
寿
、
八
＋
八
歳
（
米
寿
）
、
　
　
　
醗
長
　
職

九
十
五
歳
、
一
〇
〇
歳
（
上
寿
）
の
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
ん
町

＋
七
人
に
敬
老
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
　
　
　
螂
鰯

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
・
‡
ー
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八
十
八
歳
の
二
十
六
人
、
九
十
五
歳
　
　
◆
上
寿
の
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸

の
三
人
、
九
十
九
歳
（
臼
寿
）
の
一
人
　
　
　
平
野
キ
イ
（
上
町
）
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難
齢
曝
離
綴
齢
諮
け
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鳩
鱗
祝
（
山
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し
ま
し
凌
．
　
　

◆
九
＋
五
歳
の
祝
　
、
者

　
な
お
　
一
〇
〇
歳
の
誕
生
日
を
今
月
　
　
　
宮
ト
ミ
（
山
野
田
）
、
数
藤
寅
治

二
＋
四
日
に
迎
え
ら
れ
る
平
野
キ
イ
さ
（
沖
立
）
、
山
．
同
橋
惣
治
（
室
島
）
寿

ん
に
は
、
町
条
例
に
基
づ
く
敬
老
祝
い
　
　
◆
米
寿
の
祝

金
δ
○
万
円
等
を
携
え
、
誕
告
に
大
井
正
司
（
中
央
町
）
、
高
橋
サ
イ
長

お
祝
い
に
う
か
が
う
予
定
と
な
っ
て
い
　
　
　
（
神
社
町
）
、
増
田
ノ
イ
（
神
社
町
）
、

ま
す
・
　
　
　
　
清
水
武
雄
（
学
校
町
）
・
南
雲
マ
ツ
町

祝
鋳
頚
鄭
暴
誘
鞠
懲
砺
齢
フ
離
麓
西

不
同
．
敬
称
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沖
立
）
、
星
名
サ
イ
（
沖
立
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村
山
ヒ
サ
（
高
原
田
）
、
高
橋
ト
モ
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ん
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
さ
　
　
　
　
（
坪
山
）
　
中
村
リ
タ
（
坪
山
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誹
　
蔵
品
セ
キ
（
霜
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、
須
藤
ト
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汐
輕
　
　
　
（
発
電
所
通
り
東
）
、
上
村
ム
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
　

（
あ
か
ね
園
）
、
今
藤
、
、
、
セ
（
上
野
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
受
　
　
永
井
榮
二
（
木
落
）
、
田
ロ
フ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
を
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
品
　
　
　
　
（
木
落
）
　
関
ロ
ト
ク
（
木
落
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
田
中
利
八
（
仁
田
）
、
木
村
、
、
、
キ
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
ち
（
仁
田
）
、
丸
山
市
太
郎
（
原
田
）
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
8
長
　
　
　
川
崎
長
蔵
（
室
島
）
、
齋
木
ヨ
キ
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ツ
所
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
脇
）
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（
高
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）
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押
木
タ
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（
田
戸
）

東 西

氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令 氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令

平野キイ 上　　町 菊　枝 M29．10．24 99 横　綱 北村クメ 山野田 日出太 M30．4．10 99

星名ハマ 木　　島 得　司 M33．3．5 96 大　関 村山シマ 新町新田 若山昭治 M33．5．12 96

市川　トウ 田中町 信　二 M33．8．13 96 関　脇 丸山タイ 東善寺 富　　司 M33．11．20 95

田村トネ あかね園 本　人 M34．3．9 95 小　結 高橋トシ 木　　島 庄　　作 M34．3．29 95

数藤寅治 沖　　立 寅　夫 M34．4．3 95 前　頭 高橋惣治 室　　島 寅　　治 M34．6．5 95
宮　　　ト　ミ 山野田 啓　一 M34．12．18 94 2 五十川ミキ 学校町 石川ヨシ M35．5．20 94

南雲ヤス 田中町 善二 M35．7．7 94 3 田村チヤウ 鶴　　吉 一　　策 M35．7．23 94

押木竹尾 あかね園 本　人 M35．11．28 93 4 田ロ　キ　ヨ 木　　落 直　　正 M36．1．7 93

丸山宗太郎 下　　原 本　人 M36．2．26 93 5 富井カ　ト 上　　野 宏　　行 M36．3．1 93

春日　フク 伊　　友 好　和 M36．5．25 93 6 小海ク　ヨ 小根岸 益　　男 M36．10．23 92

石田コ　ト 小　　脇 太郎松 M36．10．27 92 7 野澤勝由 野　　口 稔 M36．11．25 92

山田　ヨ　シ 仁　　田 弘　一 M36．12．10 92 8 星名ハル 学校町 美　　信 M37．1．27 92

星名梅治 下平新田 本　人 M37．2．15 92 9 高橋ヒサ 中仙田 恒　　平 M37．3．4 92

相崎テイ 発電所通り西 貞　雄 M37．3．17 92 10 平野タツ 発電所通り西 稔 M37．4．11 92

井口定芳 仁　　田 一　夫 M37．4．16 92 11 中村昌平 岩　　瀬 蓉　　子 M37．9．10 92

宮本貞子 発電所通り東 昌　幸 M37．10．1 91 12 星名　トモ 伊　　友 正　　男 M37．11．4 91

柄澤荘八 沖　　立 数藤実 M37．12．7 91 13 根津英作 上　　野 本　　人 M37．12．21 91

渡辺シゲ 上　　野 孝　平 M38．1．19 91 14 小野塚キイ 中央町 一 M38．1．28 91

田ロ　ト　ミ 木　　落
中
見
　
　 一一 M38．1．30 91 15 小林まつ あかね園 本　　人 M38．2．6 91

小幡春一 木　　落 本　人 M38．2．19 91 16 田村力子 あかね園 本　　人 M38．3．27 91

星野ミ　ン 野　　口 勝　平 M38．4．4 91 17 保坂ハナ 沖　　立 信　　男 M38．6．25 91

中條増栄 大　　倉 與之助 M38．7．14 91 18 池竹ヨシ 原　　田 利　　治 M38．8．20 91

平野久蔵 四郎兼 恵次郎 M38．9．26 90 19 蔵品清重 高原田 勝　　雄 M38．9．27 90

滋野リャウ 野　　口 義雄 M38．10．8 90 20 高橋セッ 高　　倉 中　　　　＿
’じ、 M38．12．7 90
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第26回町内小学校

親善陸上大会結果

　10月1日、十日町陸上競技場で、町

内の小学校（5～6年）親善陸上大会

が開かれました。当日は、大会新記録

こそでなかったものの各選手とも力い

っぱい競技しました。

　今回は、十日町市の14の小学校と同

時実施となり、にぎやかな大会となり

ました。

　　　　　　　　〔男　　子〕　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象
　5年100メートル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年100メートル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　①藤巻　裕（橘）②片桐拓哉（橘）③金井洋介（千手）　1

　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　①上村晃一（上野）②丸山敦史（橘）③五十川潤（千手）　1

　5年1500メートル　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年800メートル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　①丸山祐樹（橘）②貴田剛幸（千手）③清水隆明（上野）　1

　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　①大久保樹（橘）②五十川雅彦（千手）③丸山大悟（橘）1

　5年走り幅跳び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年走り幅跳び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　①藤巻　裕（橘）②江口貴洋（上野）③田村正宗（上野）　1

　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　16年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　争
　　①上村晃一（上野）②大久保樹（橘）③羽鳥裕史（橘）　1

　5年走り高跳び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年走り高跳び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　争
　　①金井洋介（千手）②大久保晶史（橘）③富井　嶺（上野）1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・6年同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全
　　①五十川潤（千手）②清水敬太（上野）③高橋直隆（千手）　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　5年80メートルハードル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重
　　①片桐拓哉（上野）②高橋保弘（千手）③貴田剛幸（千手）　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全
　　①保坂一也（千手）②片桐俊一（上野）③馬場悠介（千手）　16年同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　5年400メートルリレー　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒　　①　橘　（大久保晶史、藤巻　裕、丸山祐樹、片桐拓哉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　②千手A（小野塚聡、貴田剛幸、高橋佑介、金井洋介）　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　③千手B（清水政文、高橋保弘、平野正悟、太田孝政）　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　6年同　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　①　橘　（羽鳥裕史、丸山敦史、丸山大悟、大久保樹）　　16年同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　②千手A（茂野知幸、五十川潤、五十川雅彦、保坂一也）　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　③千手B（馬場悠介、田村幸一、高橋　亮、太田和伸）　　1　②橘A（藤巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象
⑨8．10．10

撫 ㈱

　　　　　　　　〔女　　子〕

　①尾身彩佳（千手）②高橋恭子（千手）高橋奈月（千手）

　①大海美和子（千手）②大久保直子（橘）③貴田麻里子（千手）

　①平野菜菜子（千手）②丸山慶子（橘）③樋口未央（仙田）

　①数藤　岬（千手）②藤巻　希（橘）③片桐美穂（橘）

　①丸山沙由美（千手）②丸山慶子（橘）③小柳可菜子（上野）

　①大海美和子（千手）②田畑のぞみ（上野）③貴田麻里子（千手）

　①高橋文江（千手）②井上文子（千手）③片桐亜寿花（上野）

　①大久保直子（橘）②相崎朋子（千手）③川崎佳美（千手）

毒5年80メートルハードル

　①樋口未央（仙田）②平野菜菜子（千手）

　③中条愛（仙田）・柄沢直美（千手）

　①川崎佳美（千手）②高橋美貴子（上腎）③小林菜穂子（千手）

15年400メートルリレー一

　①千手A（高橋奈月、尾身彩佳、高橋恭子、平野菜菜子）

　②千手B（丸山沙由美、柄沢直美、高橋文江、井上文子）

　③上　野（根津絵理奈、渡貫紀子、小柳可菜子、丸山　恵）

　①千手（小林菜穂子、大海美和子、貴田麻里子、相崎朋子）

　　　　　　希、木村　涼、片桐美穂、大久保直子）

　③橘B（山口めぐみ、小幡　愛、星野秀美、高津久仁子）
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道
路
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、
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億
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と
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れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
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り
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重
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の

連
続
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た
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が
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を
利
用

す
る
と
わ
ず
か
一
分
足
ら
ず
の
距
離
と

な
り
、
大
倉
と
大
白
倉
問
は
徒
走
で
も

二
十
分
足
ら
ず
。
冬
季
間
の
道
路
確
保

は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
未
竣
工
の
箇
所
も
含
め
、
工
事
区

間
の
早
期
完
成
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　　ろ事り碓で離利所車さ億メ　し本手　　　　仙田小学校生、仙田保育園児も参加しての
　　で区ま保もと用力1のれ七1発年を　　通り初め
＿＿＿φ…＿＿φ＿礎＿＿φ＿一一…“◆榊一一一一◎榊一φ瀞一φ“◎曽瀞◎一一“◆鞭◎一一ψφ栂瀞◆樽謄φ””栂瀞φ瀞◆砂”瀞御榊”御φ”鱒

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学

今
年
の
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
は
「
役

場
の
仕
事
の
内
容
を
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て

い
く
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
」
と
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
町
職
員
が
各
分
野
ご

と
に
お
話
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
か
ら
始
ま
り
、
第
三
回
目
と
な

っ
た
九
月
二
十
四
日
に
は
「
二
十
一
世
紀

に
む
け
て
」
と
題
し
、
町
の
第
五
次
総

合
開
発
計
画
や
ナ
カ
ゴ
の
開
発
計
画
な

ど
に
つ
い
て
、
担
当
課
で
あ
る
開
発
課

か
ら
お
話
し
を
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
十
月
二
十
八
日
。
町
農
業
の

現
状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
『
今
農
業

が
お
も
し
ろ
い
』
と
題
し
て
行
い
ま
す
。

会
場
は
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
第
一
研

修
室
、
時
間
は
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
出

く
だ
さ
い
。

第五次総合開発計画などに
っいて説明

τ
毒
◆
も
◆
≒
◆
≒
◆
も
◆
等
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
弩
◆
奪
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
ち
◆
聾
◆
奪
◆
う
◆
奪
◆
も
◆
毎
◆
奄
◆
奄
◆
奄
◆
ら
◆
侮
◆
噺
◆
ら
◆
・

一
九
九
六
町
勢
要
覧
と

町
誕
生
四
十
周
年
記
念
誌

　
町
内
の
全
世
帯
に
は
、
九
月
十
日
に

お
届
け
し
ま
し
た
が
、
町
外
に
お
住
ま

い
の
方
で
ご
希
望
が
あ
れ
ば
お
送
り
し

ま
す
。
送
料
（
切
手
）
を
同
封
の
う
え
、

役
場
総
務
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
の
方
で
さ
ら
に
ご
希
望

の
方
は
、
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
い
つ
で

も
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
し
、

原
則
と
し
て
お
一
人
三
組
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。◆
送
料
（
要
覧
と
記
念
誌
一
組
で
）

　
一
組
二
七
〇
円

　
二
～
三
組
　
三
九
〇
円

お
送
り
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

左
は
町
勢
要
覧
、
右
は
四
十
周
年

記
念
誌
で
す

8．10．10⑳



町
誕
生
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

　
　
　
町
の
鳥
「
き
じ
」
を
放
鳥

　
き
じ
を
町
の
鳥
に
選
定
し
た
の
が
合

併
二
十
周
年
に
あ
た
っ
た
昭
和
五
十
一

年
九
月
。
三
十
周
年
の
昭
和
六
十
一
年

に
は
中
子
で
放
鳥
を
行
い
、
そ
の
後
は

町
猟
友
会
な
ど
に
よ
る
放
鳥
が
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
町
誕
生
四
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
十
月
三
日
に
仙
田
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
二
百
五
十
羽
を
放

し
ま
し
た
。
小
学
生
や
猟
友
会
の
皆
さ

ん
の
手
か
ら
飛
び
立
っ
た
キ
ジ
は
、
新

た
な
生
息
地
を
求
め
、
秋
色
に
染
ま
り

初
め
た
山
野
に
飛
び
去
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。　
ま
た
、
上
野
小
と
仙
田
小
で
は
、
こ

れ
を
機
会
に
ひ
と
つ
が
い
づ
つ
飼
育
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
世
が
誕
生

す
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
占
．
・
、
灘
鱒
繍

　
『
き
じ
』
豆
知
識

　
き
じ
は
古
来
よ
り
日
本
に
生
息
し
て

い
る
鳥
で
、
昭
和
二
十
二
年
に
国
の
鳥

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
古
称
を
「
き
ぎ

す
」
と
い
い
、
鳥
の
中
で
も
う
ず
ら
や

に
わ
と
り
、
ら
い
ち
ょ
う
に
一
番
近
い

仲
間
で
す
。
そ
の
生
態
な
ど
に
つ
い
て

Q
＆
A
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
ど
ん
な
所
に
住
ん
で
い
る
の
？

　
雑
木
林
や
草
む
ら
の
中
に
住
ん
で
い

ま
す
。
川
西
町
で
も
林
の
近
く
の
畑
や

田
ん
ぼ
の
付
近
で
、
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と

歩
い
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
上
を
歩
い
て
行
動
す
る
習
性
が

あ
る
た
め
、
あ
ま
り
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

◆
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
の
？

　
食
べ
物
は
、
草
の
実
や
小
さ
な
虫
、

ミ
ミ
ズ
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。
あ
ま

り
飛
べ
な
い
か
わ
り
に
脚
が
強
く
、
歩

き
な
が
ら
地
面
を
脚
で
か
い
て
餌
を
探

し
ま
す
。

◆
ど
ん
な
所
に
巣
を
作
る
の
？

　
草
む
ら
の
中
や
雑
木
林
の
中
の
地
面

に
巣
を
作
り
ま
す
。
卵
は
十
二
個
く
ら

い
生
み
ま
す
。
卵
か
ら
雛
に
な
っ
て
ま

も
な
く
す
る
と
、
雛
は
親
鳥
に
つ
い
て

走
り
回
り
ま
す
。

◆ゆφ』ゆφ卓φ｛ひ備φ撒◆』“φ“φ撒φ・砂‘剛◆lll｛ρ瀞φ絶rひ静φ網噂・静φ噌睡φ穂φ砂◆・帯・φ砂◆“φ“ψ融・φ・献φII酔◆弾◆帝ゆ・“◆“◆卓φ・帝一・’ゆ“φ瀞ψ・騰φ“φ瀞◎・“‘｝φ｛ひ“φψゆ・瀞φ瀞◆“◆｛ひ“φ卓φ卓φ砂◆｛ひ｛ひ鳶φ瀞，ゆ礎φ瀞φ帯

〈％渋海社十五

　夜まつり
　（中仙田にて）

各地のまつり

％千手まつり》

　　　　　鶉撒

　仙田地区各集落に設けら
く　　　　　　　　　＿
　れた案内板（室島にて）楚

月

な
無

かみ

神

獅
描

鉱
寸

灘離レ
％
ナ
カ
ゴ
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
96

　
（
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
て
）

▲

40周年を記念して設置
した看板（中島町にて）

全教室。トラック内輪差実験
￥にて）

・
交
任

，
％

　
▲　　▲役場庁舎前の池で、鯉と一諸に

　　　泳ぐアヒル。子供の人気者
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低利な貸付制度、有利な補助金制度

応援します雪に強い家づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月29日までに連絡ください

　町では、屋根の雪おろし作業の解消と、安全で快適な克雪住宅を普及
したいと、一定の要件に該当した住宅に対して、低利な融資制度、有利
な補助金制度を設けております。
　平成8年度中に住宅の新築や、屋根の改良を予定している方で融資制
度、補助金制度の申し込みを希望する方は、下記の要件をご覧のうえ11
月29日までにご連絡ください。連絡いただかないと、制度を利用できな
いことがあります。
〈連絡先〉

　建設課都市計画係　奮68－3111（内線323）有線2123

◎融資制度最高500万円（300万円）利率は2．0％（5．0％）

区　分
融　　　　　　資　　　　　　対　　　　　　象

対　　　　　　象　　　　　　経　　　　　　費
融　　資　　額 融資利率 融資期間

平年雪に対して屋根の上で融雪できる施設を備えた建物の新 融資対象経費の50万

融雪式
築・増築・改築、又は屋根部分の改良融雪施設の設置に要する

経費。ただし、地下水の開放利用を伴うものは除く。

円以上500万円以内と
する。

年2．0％

（融資額は10万円単位）

屋根の構造、勾配等により人力によらずに落雪する建物の新

築、増築、改築又は屋根部分の改良、施設の設置に要する経費
で、次の各号のすべてに該当するもの。

（1）階高（床下部分の構造が非木造で、その部分に居住室がな

落雪式

　いもの）が1．5m以上あること。

（2）屋根勾配が概ね25度以上で、金属板等滑雪能力のある材料

　を使用したもの。但し、特に滑雪能力がある材料を使用する
　場合の屋根勾配はこの限りでない。

（3）落雪側の外壁から、隔地境界線までの距離を軒高の70％以

　融資対象経費の80％
以内で50万円以上300

万円以内とする。

（融資額は10万円単位）

年5．0％ 10年以内

上確保すること。但し、屋根形状により落雪が隣地に影響を

及ぼさないと認められる部分についてはこの限りでない。

（4）外壁から道路及び河川境界線等までの距離を2．5m以上確保
すること。

3．Om以上の積雪荷重にも安全であることが構造計算等で確認 融資対象経費の80％

耐雪式
でき、かつ雪ぴ対策を講じた2階建以上の建物、及び平屋建で

5台以上収容可能な共同車庫の新築・増築・改築に要する経費。

以内で50万円以上500
万円以内とする。

年2．0％

ただし、アーチ型に類するものは除く。 （融資額は10万円単位）

※　融雪構造家屋の新増改築の場合　屋根面積

※落雪式家屋の新増改築の場合　床面積

66m・以下　（融資限度額300万円）66m・超～100m・以下（融資限度額400万円）

100m・超　　（融資限度額500万円）

100㎡以下（融資限度額200万円）100m2超（融資限度額300万円）

◎補助金制度最高限度44万円
克雪住宅の種類 要　　　　　　　　　　　　　　　件

落　　　雪　　　式

　屋根雪を人力によらずに落下させる屋根構造又は強制落雪装置を有し、かつ敷地内で雪処
理できる住宅の新築、増築、改築及び改良で、上記融資制度の「落雪式」欄の（2）～（4）のすべ

てに該当するもの。

融　　　雪　　　式

　熱エネルギー（電気、ガス、灯油等）又は地下水等の利用により屋根融雪できる施設（構

造）の住宅の新築、増築、改築及び改良。ただし、地下水かん養施設を設置した以外の地下
水等の開放利用のものは除く。

耐　　　雪　　　式
3．Omの積雪荷重（1㎡当たり900kg）に対し、安全であることが構造計算等により確認で
き、かつ雪ぴ対策を講じた住宅の新築、増築及び改築。

落雪式高床式併用

　高床式とは、原則として基礎を一体の鉄筋コンクリート造とし、当該基礎の地盤面上の高

さを1．Om以上とした住宅の新築、増築及び改築。ただし、建築基準法上、床下部分が床面
積に算入されたものは除く。　（落雪式の要件も該当すること）
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑧

川
西
町
誕
生
の
秘
話
⑱

語
る
人

和
久
井
精
一
　
元
川
西
町
議
会
議
長

上
村
　
辰
栄
　
元
川
西
町
役
場
課
長

金
山
　
良
晃
　
八
月
二
十
七
日
遷
化

　
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

千
手
町
と
三
村
の
対
立

　
金
子
　
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
六
日

の
合
併
促
進
協
議
会
で
、
　
「
新
庁
舎
は

千
手
町
役
場
に
置
く
」
と
主
張
す
る
千

手
町
と
、
　
「
役
場
は
千
手
町
と
上
野
村

の
中
間
に
」
と
譲
ら
な
か
っ
た
三
力
村

が
鋭
く
対
立
し
て
い
ま
す
が
…
。

　
上
村
　
三
力
村
側
は
、
　
「
仙
田
村
は

人
口
が
五
千
四
百
人
、
上
野
村
が
三
千

人
、
橘
村
が
四
千
人
で
合
わ
せ
て
一
万

二
千
人
を
超
え
る
、
半
数
に
満
た
な
い

五
千
三
百
人
の
千
手
町
に
役
場
を
置
け

な
い
」
と
強
く
主
張
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
そ
う

　
金
山
　
山
地
か
ら
オ
ラ
ほ
う
へ
買
相

に
来
る
娘
た
ち
が
、
　
「
千
手
へ
行
っ
た

ら
町
だ
す
け
“
ソ
ウ
ダ
ナ
イ
”
な
ん
て

い
っ
て
恥
か
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」

と
話
し
て
い
る
の
を
ご
存
じ
か
、
　
「
千

手
は
町
で
ご
ざ
ん
す
」
だ
っ
た
。

　
和
久
井
　
激
論
の
さ
な
か
に
、
　
「
大

字
上
野
に
農
業
セ
ン
タ
i
（
農
村
青
年

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

の
研
修
・
授
産
施
設
）
を
置
く
の
で
あ

れ
ば
、
役
場
の
位
置
は
千
手
町
の
意
向

　
そ
に
副
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
突
然
の
提

案
が
あ
り
、
こ
の
発
言
を
契
機
に
間
題

が
解
決
の
方
向
に
大
き
く
前
進
し
た
。

　
金
山
　
上
野
村
と
橘
村
に
は
、
川
西

郷
六
力
町
村
が
合
併
す
れ
ば
オ
ラ
ほ
う

が
町
の
中
心
に
な
る
と
い
う
自
負
心
が

あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
役
場
を
千
手
に
置

く
こ
と
に
強
く
反
対
し
た
。

　
上
村
　
橘
村
の
田
口
一
男
助
役
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
う
ぎ

　
「
ミ
ッ
シ
リ
し
ろ
」
と
豪
儀
に
気
合
い

を
か
け
ら
れ
た
。
　
「
川
西
郷
六
力
町
村

の
大
同
合
併
が
実
現
す
れ
ば
上
野
村
が

中
心
地
に
な
る
、
そ
の
お
前
方
が
タ
ツ

ケ
ナ
シ
だ
か
ら
役
場
は
千
手
へ
な
ど
と

　
つ
け
こ
ま
れ
る
、
い
ま
の
上
野
村
は
中

心
な
の
に
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
る
か
ら
忠

　
　
　
　
　
　
や
　
ゆ

臣
蔵
だ
」
と
椰
楡
も
さ
れ
た
。

　
　
冷
却
期
問
が
長
引
く

　
　
金
子
　
昭
和
二
十
九
年
三
月
に
は
早

く
も
十
日
町
市
が
う
ぶ
声
を
あ
げ
、
三

十
年
一
月
に
は
津
南
町
が
、
同
年
三
月

　
に
は
中
里
村
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
そ

　
れ
な
の
に
、
川
西
町
の
誕
生
は
一
年
半

　
も
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
…
。

　
　
和
久
井
　
た
め
ら
い
も
あ
る
が
あ
え

　
て
申
し
あ
げ
る
。
ど
こ
の
町
村
に
も
有

　
力
者
に
敵
と
味
方
が
お
り
、
こ
れ
に
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

併
の
利
害
得
失
や
我
田
引
水
が
絡
み
、

タ
テ
マ
エ
と
ホ
ン
ネ
の
違
う
発
言
が
会

　
　
　
　
　
は
ば

議
の
進
行
を
阻
む
結
果
に
な
っ
た
。
そ

の
う
え
、
合
併
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

っ
て
き
た
千
手
町
が
金
時
計
間
題
で
紛

糾
し
、
首
長
が
交
代
す
る
ま
で
の
期
間

を
協
議
で
き
な
く
て
合
併
が
遅
れ
た
。

　
注
　
千
手
町
で
は
昭
和
三
十
年
一
月

二
十
一
日
に
中
村
壮
吉
町
長
が
辞
職
、

そ
の
あ
と
を
丸
山
恒
正
町
長
が
川
西
町

の
誕
生
ま
で
在
職
さ
れ
た
。

　
上
村
　
会
議
が
も
め
て
冷
却
期
間
が

お
か
れ
、
こ
の
期
間
に
中
魚
沼
地
方
事

務
所
が
廃
止
さ
れ
、
中
越
支
庁
の
指
導

体
制
が
整
う
ま
で
協
議
が
中
断
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
め
　
ど

　
金
山
　
再
開
の
目
途
が
立
た
ず
、
時

限
立
法
の
期
限
切
れ
が
せ
ま
っ
て
合
併

は
ご
破
算
か
と
思
わ
れ
た
が
、
千
手
町

の
青
年
団
と
婦
人
会
が
合
併
協
議
の
再

開
を
働
き
か
け
て
く
れ
た
。
こ
の
こ
と

で
ま
た
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
、
四
力
町

村
が
本
腰
を
入
れ
て
協
議
し
、
タ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天多くを語っていただいた皆さん。左から金山（故人

和久井、上村、金子の各氏

の
差
で
期
限
内
に
合
併
で
き
た
。

　
シ
ョ
ウ
タ
レ
借
金

　
金
子
　
川
西
町
が
う
ぶ
声
を
あ
げ
た

こ
ろ
の
思
い
出
を
ど
う
ぞ
。

　
和
久
井
　
合
併
の
時
点
で
橘
村
が
診

療
所
の
赤
字
を
、
仙
田
村
が
診
療
所
と

森
林
組
合
の
赤
字
を
、
上
野
村
が
松
葉

沢
た
め
池
造
成
時
の
借
入
金
未
返
済
分

を
新
町
に
持
ち
込
ん
だ
。
中
村
壮
吉
初

代
町
長
は
、
　
「
当
該
旧
村
の
責
任
で
返

済
す
る
借
金
が
合
併
で
表
面
化
し
た
も

の
、
こ
の
金
は
合
併
を
指
導
し
た
県
か

ら
穴
埋
め
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
う
持
論
を
も
っ
て
お
り
、
合
併
後

ま
も
な
く
、
町
長
に
随
行
し
て
県
（
陳

情
に
行
っ
た
。
負
担
し
て
く
れ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
が
、
町
長
の
熱
意
に
ほ

だ
さ
れ
て
の
お
供
だ
っ
た
。
）

　
上
村
　
三
ケ
村
が
負
債
を
持
ち
込
ん

で
合
併
し
た
こ
と
が
中
村
壮
吉
町
長
の

げ
き
り
ん

逆
鱗
に
触
れ
、
　
「
シ
ョ
ウ
タ
レ
借
金
」

と
い
わ
れ
て
失
笑
を
買
い
、
あ
と
あ
と

ま
で
尾
を
引
い
た
。

　
金
山
　
旧
村
か
ら
小
・
中
学
校
の
ス

テ
ー
ジ
建
築
な
ど
の
請
願
が
あ
る
と
、

こ
の
借
金
が
い
つ
も
引
合
い
に
出
さ
れ

た
。
シ
ョ
ウ
タ
レ
借
金
の
返
済
に
は
押

　
と
し
な
り

木
利
成
収
入
役
も
苦
慮
し
た
よ
う
だ
。

　
東
京
駅
を
差
押
さ
え

　
和
久
井
　
新
し
い
町
が
誕
生
し
て
ま

も
な
く
、
中
村
壮
吉
町
長
の
お
供
を
し

て
東
京
駅
を
差
押
さ
え
に
行
っ
た
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
日
本
国
有
鉄
道
が

千
手
発
電
所
の
固
定
資
産
税
を
滞
納
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ち

た
、
そ
の
筋
に
督
促
し
た
が
坪
が
明
か

な
い
、
そ
こ
で
、
京
浜
東
北
・
山
手
線

等
の
動
力
を
担
う
川
西
町
の
実
力
を
バ

ッ
ク
に
、
東
京
駅
を
差
押
さ
え
て
日
本

中
を
ア
ッ
と
い
わ
せ
た
か
っ
た
の
だ
と

思
う
。
こ
こ
ら
あ
た
り
に
中
村
町
長
の

面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
上
村
　
中
村
町
長
の
こ
と
だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や

「
川
西
町
こ
こ
に
在
り
」
と
斜
に
構
え

て
み
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
羽
ば
た
け
川
西
町

　
金
子
　
合
併
こ
こ
に
四
十
年
、
い
ま

の
川
西
町
に
望
み
た
い
こ
と
は
…
。

　
金
山
　
現
状
に
満
足
し
て
い
る
、
す

べ
て
の
面
で
こ
れ
で
良
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち

　
上
村
　
か
つ
て
千
手
市
や
上
野
市
で

栄
え
た
歴
史
が
あ
る
。
商
店
街
の
整
備

や
活
性
化
に
も
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
和
久
井
　
両
氏
の
意
見
に
同
感
だ
。

川
西
町
は
い
ま
南
雲
春
雄
町
長
を
先
頭

に
、
職
員
が
や
る
気
で
町
お
こ
し
に
目

を
輝
か
せ
て
い
る
。
こ
の
う
え
発
展
さ

せ
る
に
は
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
強
く

し
、
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
、
地
場

産
業
を
定
着
さ
せ
、
教
育
・
文
化
施
設

の
整
備
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

町
章
も
宇
宙
を
飛
ん
だ
、
川
西
町
よ
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
羽
ば
た
け
。
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今
年
、

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
た
か

　
日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
『
が
ん
』
。

が
ん
制
圧
の
決
め
手
は
、
早
期
発
見
と

早
期
治
療
。
そ
の
た
め
に
も
「
最
低
年

に
一
回
」
は
検
診
を
受
け
、
健
康
の
確

認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
な
今
だ
か
ら
こ
そ
検
診
を
！

　
本
年
度
最
後
の
『
が
ん
検
診
』
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
す
す
ん
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

◆胃がん・大腸がん検診

お
翻
鯉
楼
慧
灘
響
　
誰
ー
、

が
ん
検
診
を
　
　
　
苦
情
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診

　
　
　
　
　
　
　
診
　
　
　
検

　
　
　
　
　
　
　
検
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
宮

　
　
　
　
　
　
　
乳
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
課

保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

右
記
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

※
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

10・22 克雪センター

8：30

　～
　10：30

10・22 高齢者コミセン

10・30 上野コミセン

10・31 総合センター

11・7
保健センター

13：00

　　　～
　　　　13：4511・26

11・18 保健センター 13：00～14：00

行
政
等
へ
の
苦
情
は

　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
に

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
行
政

機
関
の
仕
事
、
J
R
、
N
T
T
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦

情
や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

全
国
五
千
人
の
行
政
相
談
委
員
は
、
皆

さ
ん
か
ら
役
所
等
の
仕
事
に
つ
い
て
の

　
ご
相
談
は
、
口
頭
、
電
話
、
手
紙
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
が
、
川

西
町
で
は
毎
月
「
行
政
相
談
日
」
を
設

け
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
今
月
の
相
談
日
　
十
月
十
五
日
㈹
午

　
後
一
時
～
三
時
町
保
健
セ
ン
タ
i

　
二
階
乳
幼
児
検
診
室

◆
行
政
相
談
委
員
　
高
橋
英
雄
さ
ん

　
（
学
校
町
）
暦
六
八
－
三
三
三
四

骨
髄
バ
ン
ク
推
進

　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
日
時
　
十
月
二
十
二
日
㈹
午
後
七
時

　
～
九
時
三
十
分

◆
場
所
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
⊥
二
階

◆
内
容
　
ビ
デ
オ
上
映
、
骨
髄
移
植
と

　
提
供
体
験
者
の
体
験
談
、
　
「
臼
血
病

　
を
克
服
し
て
」
と
題
し
た
特
別
講
演

　
な
ど

　
県
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
条
例
を
施
行

　
十
月
一
日
、
病
院
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
な
ど
不
特
定
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
公
共
的
施
設
を
、
お

年
寄
り
や
障
害
を
持
つ
方
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

新
潟
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
公
共
的
施
設
で
一
定
規

模
以
上
の
も
の
を
新
設
等
す
る
場
合
は

事
前
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前

協
議
の
窓
口
は
役
場
住
民
課
が
担
当
し

ま
す
の
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
智
六
八
ー
三
一
一
一
内
線
二
〇
四
）

　
中
国
帰
国
者
の
た
め
の

　
　
　
　
身
元
引
受
人
募
集

　
厚
生
省
で
は
、
日
本
に
永
住
帰
国
す

る
中
国
残
留
邦
人
（
中
国
残
留
孤
児
及

び
中
国
残
留
婦
人
等
）
と
そ
の
家
族
の

身
元
を
在
日
親
族
に
代
わ
っ
て
引
き
受

け
、
帰
国
後
の
定
着
自
立
に
必
要
な
相

談
・
助
言
を
行
っ
て
い
た
だ
く
身
元
引

受
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
資
格
　
中
国
残
留
邦
人
の
う
ち
、
身

　
元
未
判
明
孤
児
及
び
近
親
の
在
日
親

　
族
が
い
な
い
等
の
特
別
の
事
情
に
よ

　
り
帰
国
で
き
な
い
特
別
事
情
残
留
邦

　
人
世
帯
構
成
員
及
び
肉
親
の
置
か
れ

　
て
い
る
立
場
に
理
解
を
有
し
、
特
別

　
事
情
残
留
邦
人
世
帯
が
帰
国
し
た
場

　
合
、
日
本
社
会
に
早
期
に
定
着
す
る

　
た
め
の
指
導
に
熱
意
を
も
っ
て
あ
た

　
る
こ
と
の
で
き
る
方
。

◆
身
元
引
受
け
期
間
　
中
国
帰
国
者
定

　
着
促
進
セ
ン
タ
ー
を
退
所
し
た
日
か

　
ら
三
年
以
内
。
定
着
促
進
セ
ン
タ
ー

　
に
入
所
し
な
い
場
合
は
、
帰
国
し
た

　
日
か
ら
三
年
以
内
。

◆
手
当
　
月
額
二
三
、
○
○
○
円
（
平

　
成
八
年
度
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
九
五
〇
1
七
〇
　
新
潟
市
新
光
町

　
四
－
一
　
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健

　
課
援
護
恩
給
室
（
恐
〇
二
五
ー
二
八

　
五
ー
五
五
二
　
　
内
線
二
六
三
二
）

　
〒
一
〇
〇
1
四
五
　
東
京
都
千
代
田

区
霞
が
関
一
－
二
－
二
　
厚
生
省
社

会
・
援
護
局
援
護
企
画
課
中
国
孤
児

等
対
策
室
（
暦
〇
三
－
三
五
〇
三
－

一
七
一
一
　
内
線
三
四
六
四
）

　
職
業
能
力
開
発
に
利
用
を

　
産
業
構
造
、
就
業
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
企
業
や
労
働
者
の
職
業
能
力
開
発

二
i
ズ
が
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新

潟
職
業
能
力
開
発
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
業
務
を
行
い
、
県
内
各
企
業
、

団
体
の
能
力
開
発
の
推
進
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
相
談
内
容
は

秘
密
扱
い
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
業
務
内
容

①
従
業
員
の
教
育
訓
練
に
対
す
る
助
言

　
・
指
導

②
職
業
能
力
開
発
訓
練
に
関
す
る
情
報

　
の
提
供
（
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
例
情

　
報
、
講
師
情
報
、
資
格
制
度
情
報
等
）

③
社
員
教
育
用
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出

④
生
涯
能
力
開
発
給
付
金
に
関
す
る
事

務
指
導

◆
連
絡
先

　
新
潟
市
新
光
町
十
一
－
七
　
新
潟
光

　
ビ
ル
五
階
　
盈
〇
二
五
ー
二
八
三
－

　
二
一
四
四
　
F
A
X
O
二
五
－
二
八

　
三
－
六
九
四
七

買
い
物
に
は
袋
持
参
で

　
十
月
は
「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。
買
い
物
に
出
掛

け
る
と
き
は
、
買
い
物
袋
を
持
参
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

ず
に
、
持
参
し
た
袋
を
使
う
こ
と
で
資

源
の
節
約
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
⑱

ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
．

　
星
野
富
弘
「
花
の
詩
画
展
」

　
　
開
催

　
長
野
県
野
沢
温
泉
村
で
は
、
合
併
四

十
周
年
・
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季

大
会
五
〇
〇
日
前
を
記
念
し
、
頸
髄
を

損
傷
し
手
足
の
自
由
を
失
い
な
が
ら
も

口
に
筆
を
く
わ
え
て
詩
画
作
品
を
制
作

し
て
い
る
星
野
富
弘
さ
ん
の
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

◆
期
間
　
十
月
十
七
日
～
十
一
月
五
日

　
（
期
間
中
無
休
）
午
前
九
時
～
午
後

　
五
時

◆
場
所
　
長
野
温
泉
ア
リ
ー
ナ
・
コ
ン

　
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
　
一
般
・
大
学
生
五
〇
〇
円
。

　
小
・
中
・
高
校
生
三
〇
〇
円

箋
　
　
　
　
　
養
　
　
　
　
嚢
　
　
蓑
き
き
垂
婆
　
　
華
　
毒

轟轍婁蕪

十
一
月
は
S
マ
ー
ク

　
　
普
及
促
進
月
間
で
す

　
理
容
店
・
美
容
店
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
S
マ
ー
ク
は
、
安
全
と
衛
生
、
確

か
な
技
術
を
お
約
束
す
る
信
頼
の
マ
ー

ク
で
す
。
万
一
の
場
合
は
賠
償
基
準
に

よ
る
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
新
潟
県
環
境
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ



〃
古
。
二
平

熾
艶
触
九
．

北
越
急
行
が

　
　
車
輌
を
一
般
公
開

◆
日
時
　
十
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前

　
十
一
時
～
午
後
二
時

◆
場
所
　
北
越
急
行
十
日
町
駅
二
番
線

　
及
び
三
番
線
（
飯
山
線
を
は
さ
ん
で

　
J
R
十
日
町
駅
の
西
側
）

◆
公
開
車
輔

　
北
越
急
行
六
八
一

　
系
特
急
電
車
一
編

　
成
（
九
両
）
と
H

　
K
l
一
〇
〇
形
普

　
通
電
車

引
き
揚
げ
者
の
皆
様
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
戦

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、
当

時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
く

て
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
、く
　
家
族
の
方
々
も

間
い
合
わ
せ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
実
際
に
預
け
た

か
ど
う
か
不
明
の
場

合
で
も
調
査
で
き
る

こ
と
も
あ
℃
ま
す
。

な
お
、
上
陸
港
が
新
潟
以
外
の
方
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　
新
潟
税
関
支
署

　
統
括
監
視
官
部
門
（
新
潟
市
竜
が
島

　
一
－
五
－
四
　
新
潟
港
湾
合
同
庁
舎

　
内
岱
〇
二
五
ー
二
四
四
－
九
三
一
四
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
ま
ち
づ
く
り
活
用
講
座

◆
日
時
　
十
月
二
十
日
　
午
後
一
時
三

＋
分
～
四
時

◆
場
所
　
N
T
T
十
日
町
支
店

◆
内
容
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
法

◆
申
込
先
等
　
　
「
妻
有
・
松
之
山
郷
」

　
ま
ち
づ
く
り
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

　
構
事
務
局
（
費
五
七
－
二
二
八
五
）

　
ま
で
。
定
員
は
十
五
名
、
受
講
料
は

　
五
〇
〇
円

蝿
冒
7
◆
毒
◆
も
．
◆
≒
◆
皇
．
◆
も
．
◆
も
◆
も
◆
も
．
◆
も
．
◆
．
呂
写
◆
毒
◆
．
曹
…
．
◆
毒
◆
≒
◆
主
7
◆
．
．
響
一
－
．
◆
も
◆
≒
◆
．
曹
二
7
◆
睾
◆
も
．
◆
、
一
雪
．
雪
◆
も
◆
皇
．
◆
．
一
書
冒
．
◆
．
．
曹
．
7
◆
る
甲
雪
璽
．
◆
．
騨
冒
甲
．
◆
も
．
◆
≒
．
◆
色
．
7
◆
．
冒
．
．
7
◆
奪
．
◆
．
冒
．
甲
冒

φ

小
わ
に
レ

　
　
　
　
畔
項
高
崎
正
風
選

　
新
米
を
炊
い
て
彼
岸
の
御
佛
へ

　
開
通
の
渋
海
ト
ン
ネ
ル
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

　
菜
を
間
引
く
手
元
に
近
く
あ
か
ね
か
な

　
名
月
に
雲
つ
ぎ
つ
ぎ
と
流
れ
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

　
幼
子
の
積
み
し
砂
山
秋
晴
る
る

　
雨
風
の
色
を
と
ど
め
て
秋
簾

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

　
藁
腰
に
差
し
て
倒
伏
稲
を
刈
る

　
秋
茄
子
の
小
粒
に
艶
を
保
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

　
御
彼
岸
会
法
丈
様
の
見
え
ら
れ
し

　
大
花
火
待
つ
間
の
流
れ
星
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

　
敬
老
の
日
と
て
出
湯
に
招
か
る
る

　
子
を
母
に
返
す
日
曜
菜
を
間
引
く

御
事
も
無
く
済
み
し
鎮
守
の
祭
り
か
な

榊φレ◆トψ瀞φ礎φゆゆゆルゆ
ルつ

ゆ
のゆ

φレ
ゆ

ゆ
リφゆゆ

ゆ

ゆ蜘
ゆゆφぜゆゆ　ゆ

ザφト
ゆ

ゆ
ルゆ，かゆ

ぼ◆レ
リ◎礎φかゆ

りぺφ“砂かゆ
ザゆか

◎
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ゆゆ

．
木
登
り
が
で
き
ぬ
子
ば
か
り
柿
の
秋

ゆゆ

φ
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

“ゆ

、
石
垣
を
覆
う
て
こ
ぼ
れ
萩
白
し

ゆか

φ
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

礎ゆ

、
病
葉
を
カ
ラ
カ
ラ
飛
ば
し
風
去
り
ぬ

ゆゆ

φ
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

かゆ

、
跡
継
ぎ
の
な
き
百
姓
や
棚
田
刈
る

ゆゆ

φ
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

ぴゆ

、
鐘
の
音
や
菩
提
寺
の
萩
咲
き
こ
ぼ
れ

ゆゆ

◆
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

ψφ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

爽
か
に
学
芸
会
の
子
等
た
の
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

大
根
蒔
く
土
に
湿
り
の
あ
る
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

一
雨
に
大
根
一
寸
延
び
揃
う

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

喘
ぎ
つ
・
登
る
山
頂
御
来
光

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

家
普
請
の
足
場
解
く
日
や
霧
深
し

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

晩
夏
佐
渡
童
べ
に
返
え
る
タ
ラ
イ
舟

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

藁
焼
の
煙
這
い
く
る
刈
田
か
な

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

虫
の
音
に
仲
睦
ま
じ
き
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

葱
畑
一
反
歩
な
る
広
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

空
缶
を
拾
え
る
児
等
に
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

敬
老
会
良
き
日
目
出
度
く
人
集
う

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

客
用
の
布
団
の
秋
陽
し
ま
い
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

　
寸
評
　
　
　
　
　
　
正
風

・
開
通
の
1
喜
び
の
気
持
ち
が
「
秋

高
し
」
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

・
秋
茄
子
の
l
I
適
確
な
る
描
写
。
い

か
に
も
「
秋
茄
子
」
ら
し
い
。

・
客
用
の
1
客
の
帰
っ
た
あ
と
の
干

蒲
団
。
「
秋
陽
を
し
ま
う
」
が
面
白
い
。

す
こ
や
か
に
育

　
私
達
母
子
保
健
推
進
員
は
、
昭
和
四

十
三
年
に
組
織
が
発
足
し
、
町
長
の
委

嘱
を
受
け
て
、
現
在
二
十
一
名
が
推
進

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
妊
婦
さ
ん
や

乳
幼
児
の
健
康
診
査
等
の
案
内
を
持
っ

て
家
庭
に
伺
っ
た
り
、
健
診
の
時
に
受

付
や
記
録
な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
二
歳
児
へ
「
歯
み
が
き

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
お
配
り
し
て
、
時
々

声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一

歳
半
か
ら
三
歳
児
に
か
け
て
虫
歯
の
り

患
率
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
歯
み
が
き
が
習
慣
と
な
る
よ
う
に
、

ま
た
、
仕
上
げ
み
が
き
を
す
る
こ
と
で

子
ど
も
の
健
康
を
考
え
る
機
会
と
な
る

よ
う
に
楽
し
ん
で
や
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
の
思
い
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
す
く
す
く
教
室
へ
の
参
加

を
勧
め
た
り
、
健
康
ま
つ
り
へ
の
協
力

・
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
を
活
動
と
し

て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
の
仕
事
に
携
っ
て
感
じ
る

こ
と
は
、
食
生
活
の
大
切
さ
で
す
。
生

活
リ
ズ
ム
が
夜
型
に
な
っ
て
、
朝
食
を

と
ら
な
い
で
保
育
園
に
通
う
子
、
自
分

か
ら
食
べ
よ
う
と
せ
ず
口
を
開
け
て
待

っ
て
い
る
子
、
固
い
も
の
を
か
め
な
い

子
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
大

人
自
身
の
食
生
活
も
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
、
毎
日
の

っ
て
ね

世
話
、
し
つ
け
や
急
な
病
気
等
、
大
変

で
心
配
な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

核
家
族
化
や
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
今
、
罰

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
や
仲
問
つ
く
り
旙

鶏
羅
暴
講
曇
鞠

あ
と
願
っ
て
お
り
委
．
　
囎

　
こ
れ
か
ら
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
、

信
頼
さ
れ
る
人
間
関
係
を
つ
く
り
・
母
臨

糠
酵
梨
蝶
鱒
鰭

イ
プ
役
の
私
達
で
す
。
家
庭
に
伺
っ
た

時
、
ご
意
見
、
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
九

ら
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
の
皆
さ
ん

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

⑲8．10．10



1ら1
名　葛囚　　　　　 肉

　
昇
天
f
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
文
治
65
（
本
　
人
）
田

中
村
　
保
子
71
（
謹
　
治
）
坪

山戸

　
表
紙
の
写
真

　
九
月
十
五
日
現
在
で
発
表
さ
れ
た
作

況
に
よ
る
と
、
全
国
が
一
〇
二
の
や
や

良
、
新
潟
県
は
一
〇
〇
、
魚
沼
は
一
〇

一
の
平
年
並
み
。
皆
さ
ん
の
お
宅
で
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
本
年
産
米
の
お
お
ま
か
な
傾
向
で
は
、

早
生
種
で
弱
干
の
減
収
が
あ
っ
た
も
の

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
ほ
ぼ
順
調
で
、
新
潟

、
◎
～

星
名
ム
メ
ノ
8
8
（
富
　
一
）
沖

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
か
ず
き

渡
辺

星
名

立

す

月信と和ズ
1　　し　1日輝き輝き
～

30玲久百一

　　A日　　口
届子徳子弘

妙中爵
＿　　新　立　田

食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所
の
検
査
で
も

一
等
米
の
連
続
。
袋
詰
め
さ
れ
た
一
ト

ン
パ
ッ
ク
は
連
日
関
東
方
面
に
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
平
成
八
年
三
月
に
当
町
初

の
農
事
組
合
法
人
と
し
て
う
ぶ
声
を
上

げ
た
「
農
事
組
合
法
人
南
部
」
の
皆
さ
ん
。

倒
伏
し
た
稲
や
ぬ
か
る
ん
だ
田
も
な
ん

の
そ
の
、
順
調
に
刈
り
取
り
作
業
を
終

え
ま
し
た
。

　
稲
わ
ら
は
貴
重
な
有
機
物

資
材
で
す
。
焼
却
せ
ず
に
秋

す
き
込
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怖

よ
る
土
づ
く

り
に
活
用
し

ま
し
ょ
軸
つ
。

〆灘
賑懲

10月10日池田医院（本町西）

　　　　費　52－2581

　13日田中外科医院（田中町）

　　　　8　52－2403

　20日山口医院（袋町中）

　　　　費　52－2174

　27日津南病院（津南町）

　　　　台　65－3161’

11月3日庭野医院（寿町4）

　　　8　52－2711
　　4日大熊内科医院（山本1）

　　　奮　52－7066
　10日第二藤巻医院（上野）

　　　智　68－2018
　　〃　中条病院（中条）

　　　智　57－3018

　17日中条病院（中条）

　　　費　57－3018

＝器＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝霊＝＝＝＝＝霊＝3＝＝霊＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝2＝＝＝＝＝＝＝＝

《
ぐ
へ
鋤
．、

災

レ
「
天
使
な
の
？
悪
魔
な
の
？
」

5
年
生
柄
沢
直
美
さ
ん

蝦
雛
“
．
覗

激
勧

　
　
；

　　
、簸
　　
　
戸

　
　
バ

　
　
■
、

　
　
ず

　
　
　

　
　
一

　
　
ヤ

　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　

　
　
こ

　
　
ド

　
　
て

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

膿
灘
嶺
。
－

▲「山奥で魚取り」

5年生平野裕くん

●休日救急医

▲「赤富士」

4年生星佳那子さん

纏響

壷レー老φ
、、1●●・’茜

　
　
　
ん

◎
｝
　
さ

　
　
ヨ

6
絵
み

　
　
卿
ま

醐
コ
効

O
ヤ
い

◎
チ

　
　
ポ
生

　
　
「
年

　
　
▲
－

　
　
ん

　
力
く

校
校
革

学
学
の
小
雲

く
手
ぼ
千
南

　
（

、
、
ー
講

3年生、　繍》

八
千
手
小
学
校
Y
l

　
「
永
行
寺
」

〈
6
年
生
高
橋
麗
美
さ
ん

▲「楽しかったよ。さんさいとり」　　　1

2年生登坂綾乃さん　8．1・．10⑯
▲「農村公園」

6年生小川千春さん
（次回は上野小学校です）


